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大田区教育委員会では、平成２６年第６回教育委員会定例会（平成２６年６

月２５日）の決定を経て、平成２６年度からの新たな５か年計画となる「おお

た教育振興プラン２０１４」を策定いたしました。

プラン２０１４の策定にあたっては、充実すべき施策や課題を明確にするた

めに、前プランの検証はもとより、学校現場で指導にあたる区内の全教員

にアンケートを実施するなど、大田区の教育の現状・課題の分析を行って

きました。また、庁内検討組織のほか、学識経験者、各種団体の代表者と

公募で選ばれた区民の方々による、委員１８名からなる大田区教育懇談会を

設置し、広く意見を伺いながら検討を進めてきました。

平成２６年３月末に素案を策定し、４月１６日から５月８日の間でパブリッ

クコメントを実施し、策定に至っています。

今後は、本計画のもと、区内の教育関係機関はもとより、家庭、地域の

ご協力もいただき、教育の充実をめざして、各施策に取り組んでいきます。

～～意意欲欲をを育育みみ未未来来をを拓拓くく教教育育ををめめざざししてて～～

策定にあたって
大田区教育委員会は、大田区基本構想に掲げる区の将来像の実

現をめざすとともに、国が掲げる教育の目的・理念にのっとり、

平成２１年６月に教育目標を定め、あわせて、この教育目標を実現

するために「おおた教育振興プラン（平成２１年度～平成２５年度）」

を策定しました。この「おおた教育振興プラン」は、「おおた未

来プラン１０年」の分野別個別計画及び教育基本法第１７条第２項に

基づく教育振興基本計画としての位置付けもあわせもち、平成２１

年度からスタートしました。

計画期間の５年間において、計画に位置付けた各施策は、着実

に成果を上げることができました。

しかしながら、近年、ＩＣＴの進展、グローバル化や少子高齢

化の進行などの社会状況の激しい変化は、子どもたちをはじめと

した区民を取り巻く環境に大きな影響を与えています。

次代を担う人材を育成していくことは、教育行政に課せられた

大きな責務です。子どもたち一人ひとりが、かけがえのない存在

として自らを肯定し、意欲をもって学び、その能力を伸ばすとと

もに、社会の一員として自らを律し、他者と協調して行動する力

を育てる環境を整備していく必要があります。

また、区民の誰もが生涯を健やかに、いきいきと暮らしていく

ために、一人ひとりの区民が意欲をもって学び、その成果を様々

な地域活動に活かせる仕組みづくりも重要です。

大田区教育委員会は、「おおた教育振興プラン」のもと推進し

てきた施策の検証・見直しを行うとともに、教育を取り巻く課題

への対応を検討し、今後５年間の計画となる「おおた教育振興プ

ラン２０１４」をまとめました。この計画では、教育施策を推進する

土台となる、「知、徳、体のバランスのとれた生きる力を育成す

る」、「意欲あふれる学びの場や学びの機会をつくる」、「未来

の可能性を伸ばしていけるように一人ひとりに向き合う」、「地

域力を育み、地域と連携・協働する」の４つの基本的な視点を新

たに設定しました。また、これまでの計画と同様に、６つの重点

的に進める教育施策の方向性をアクションプランとして設定し、

施策を推進します。

今後も、プラン２０１４のもと、子ども

たちをはじめ多くの区民の意欲を育

み、そして、豊かな人間性を育むこと

ができる教育をめざして、各施策が着

実に遂行されるよう全力で取り組んで

いきます。

平成２６年６月２５日 大田区教育委員会

『おおた教育振興プラン２０１４』を策定しました

●４月１６日～５月８日の間、パブリックコメント（意見募集）を実施したと
ころ、４６件のご意見をいただきました。ご意見は、ホームページでご覧いた
だけます。〈URL http : //www.city.ota.tokyo.jp/kuseijoho/publiccom
ment/pubuliccomment_bosyukekka/index.html〉
●「おおた教育振興プラン２０１４」の冊子は、７月下旬より、大田区役所内教
育総務課窓口（本庁舎６階）、区政情報コーナー、各特別出張所、各図書館、
および大田文化の森（情報館）でご覧いただけます。また、区政情報コーナ
ーでは、有償にて冊子の配付も行います。
●プラン２０１４の内容については、７月下旬より区のホームページでも公開し
ます。
〈URL http://www.city.ota.tokyo.jp/kyouiku/kyouikuseisaku/index.html〉

策定経過

今 号 の 主 な 内 容

第１２０号 １・２面 おおた教育振興プラン２０１４

３面 おおたスポーツ健康フェスタ

おおたの教育研究発表会

４面 夏休み子ども対象事業のご案内
平成２６年（２０１４年）
７月１日発行

▲おおたユニバーサル駅伝大会 ▲大田区総合体育館 ▲入新井第五小学校の英語カフェ ▲嶺町小学校：改築前の校庭にあった桜の
木を再利用したオブジェが映える昇降口



前プランでは、重点的に取り組む施策である６つのアクションプランによ

り構成されていましたが、プラン２０１４では、これに加え、教育施策を推進す

る４つの「基本的な視点」を新たに設定しました。

４つの基本的な視点は、大田区の教育施策の推進において、重視する考え

方を示したものです。この４つの視点を、教育施策の推進の土台とし、各事

業を効果的・実践的に展開していきます。

重点的に進める教育施策の方向性として、知・徳・体のバランスのとれた

生きる力の育成に取り組む３つのアクションプランと、それを支える学校・

家庭・地域の役割を視点とした２つのアクションプラン、さらに地域力育成

の視点によるアクションプランを加えた、合計６つのアクションプランを設

定しました。本計画のもと各種施策を着実に遂行し、各アクションプランで

設定した成果指標の達成に向けて取り組んでまいります。

�大田区学習効果測定による徹底した分析
�学習カルテに基づいた学習カウンセリング（面
談）の実施

�算数・数学ステップ
学習により学習状況
をチェック

�理科教育の推進
�国際理解教育の推進
�日本語指導の充実

�授業改善セミナーの充実
�夏季休業中に専門性向上ウィークを設定し、教
員の指導力を向上

�授業公開と授業評価を実施
�教育研究推進校を充実し、合同研究発表会を実
施

�ＩＣＴ教育を推進
�特別支援教育の推進及び特別支援学級等の充実
�学校施設の改築を推進
�学校図書館の充実

�幼児教育への支援
�道徳教育の充実
�人権を尊重し自己肯定感・自己決定力を養う指
導の充実

�子どもの心サポート月間を実施
�いじめ問題対策の充実
�教育相談員の学校訪問・ケース支援を実施
�スクールカウンセラー・スクールソーシャルワ
ーカーの活用

�適応指導教室での学習指導の充実
�自然体験・職場体験活動の充実

�地域に開かれた学校づくりの推進
�家庭・地域の教育力の向上を支援
�学校支援地域本部の充実
�地域が行う学校図書館支援をサポート
�放課後の児童の居場所づくりを推進
�学校施設開放事業の再構築
�青少年対策地区委員会との連携を推進
�各種青少年リーダー講習会を開催

問合先 教育総務課経営計画担当 ＴＥＬ ５７４４－１４２３ ＦＡＸ ５７４４－１５３５

�小中一貫による教育の視点に立った体力向上
�総合的な体力の向上を推進
�運動遊び指導の充実
�保護者・地域への意識の啓発
�健康に課題を抱える児童に対する支援の充実
�食育を推進
�基本的生活習慣の確立に向けた支援

�生涯学習リーダーを育成
�区民大学を実施
�生涯学習センターの整備・機能の充実
�図書館サービスの充実
�図書館の改築・改修を推進
�地域の歴史・文化資源の活用
�総合型地域スポーツクラブの設立・運営を支援
�大田区総合体育館を活用した国際試合の開催を
推進

「おおた教育振興プラン２０１４」の概要
大田区の教育を推進する「�つの基本的な視点」と「�つのアクションプラン」

３０年度の
目標値

６２．０％

� 豊かな心を育むアクションプラン【徳】� 学力向上アクションプラン【知】 � 体力向上アクションプラン【体】

� 教育環境向上アクションプラン【学校】 � 家庭・地域の教育力向上アクション
プラン【家庭・地域】 � 地域力育成アクションプラン

【生涯学習・スポーツ】

３０年度の
目標値

全国平均値

３０年度の
目標値

全国平均値

３０年度の
目標値

３０．０％

３０年度の
目標値

８０．０％

各年度の
目標値

８０．０％

子ども一人ひとりの健全な自己肯定感
や自己決定力を高め、未来への希望へ
満ちた豊かな人間性を育みます

子どもたちの身体活動量を増加させ、
意欲や気力の元となる総合的な体力を
育みます

児童・生徒一人ひとりの学ぶ意欲を
高め、確かな学力を定着させます

【成果指標】◎全国学力・学習状況調査
「自分にはよい所がある」と答えた小学校第６
学年児童の割合

【成果指標】◎新体力テストによる小学校第６
学年男女の体力合計点

【成果指標】◎大田区学習効果測定
（中学校第３学年数学・期待正答率を超えた生
徒の割合）

自己肯定感に関する設問に対し肯定的に回
答する割合を、全国平均値まで引き上げる
ことをめざします。
（参考 平成２５年度 大田区７３．２％ 全国
７５．７％）

新体力テストによる体力合計点を、全国平
均値まで引き上げることをめざします。
（参考 大田区（平成２５年度）男子６０．２１点
女子６０．１５点 全国（平成２３年度）男子６１．０１
点 女子６１．５９点）

中学校入学時の達成率６０％強を３年間維持
し、中学校第３学年時の測定結果を、６２．０％
まで引き上げることをめざします。
（参考 平成２５年度：６０．６％）

教員の指導力の向上、施設の整備や講
師・支援員の配置など、学校サポート
体制の充実に取り組み、学習環境の向
上を図ります

学校・家庭・地域が果たすべき役割や
責任を明らかにするとともに、相互の
連携を深め、地域とともに子どもを育
てる仕組みをつくります

地域力を高めるとともに、次の世代を
育成するため、学び合いによる地域づ
くりを進めます

【成果指標】◎生涯学習の活動をしているもの
のうち生涯学習の成果を生かして地域活動を
行う区民の割合

【成果指標】◎保護者による授業評価
（共通アンケート項目における肯定的な回答の割合）

【成果指標】◎学校の教育活動に地域の力が役
立っていると思う保護者の割合

各学校が保護者・地域への授業公開時に実
施するアンケートの共通項目に対し、肯定
的な回答をした割合が、各年度、目標値を
達成しつづけることをめざします。
（参考 平成２５年度９３．４％）

学校の教育活動に地域力が有効に活用され
ているか、保護者へ実施する意識調査で肯
定的な回答の割合が、８０．０％を達成するこ
とをめざします。なお意識調査は平成２６年
度より実施します。

個人の生涯学習の活動の成果を、実際に地
域活動に生かしている区民の割合が、３０％
を達成することをめざします。なお、本調
査は平成２６年度より隔年で実施します。

教育施策を推進する《�つの基本的な視点》

重点的に進める教育施策の方向性
《�つのアクションプラン》

「知」、「徳」、「体」のバランスの
とれた「生きる力」を育成する

意欲あふれる学びの場や
学びの機会をつくる

未来の可能性を伸ばしていけ
るように一人ひとりに向き合う

地域力を育み、
地域と連携・協働する

� 第１２０号 平成２６年（２０１４年）７月１日おおたの教育



………………………………………………………………………………………………………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

……………………………………………………………………………………………………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第１回おお
たスポーツ健康フェスタを開催します

スポーツ健
康都市宣言記念事業

大田区は平成２４年６月３０日に「スポーツ健康都市宣言」を行い、本年で３
年目を迎えました。この間、昨年のスポーツ祭東京２０１３の開催や２０２０年の東
京オリンピック・パラリンピック開催決定など、スポーツに対する関心は全
国的に高まっており、大田区としても平成２４年３月にスポーツ推進計画を策
定し、スポーツ施策の計画的実施に取り組んでいます。
おおたスポーツ健康フェスタは、スポーツを通じての健康づくり、地域力
の向上、国際都市としての発展を目指す「スポーツ健康都市宣言」の趣旨を
広く周知し、スポーツと健康への意識を高めてもらうため、区内の地域スポ
ーツクラブ及び大田区スポーツ推進委員協議会等の方々の協力を得て実施し
ます。
フェスタでは、いろいろなスポーツの体験や、公開演技、健康づくり等の
プログラムなどを実施します。また、ゲストとして、北京オリンピック陸上
４×１００ｍリレー銅メダリストの朝原宣治氏を招きトークショーや走り方教
室を実施します。※走り方教室の受付は終了しました。
皆様のご来場をお待ちしております。

平成２５年度の「おおたの教育研究発表会」を平成２６年２月１７日（月）、

池上会館にて開催しました。本会は大田区教育委員会教育研究推進校２年

次校が一堂に会し、２年間の研究成果を発表することを通して、各校の授

業改善に関する取組を区内に広く普及・啓発し、授業力の向上を図るとと

もに、保護者、区民の皆様に本区の教育について一層の御理解と御支援、

御協力を賜ることを目的としています。

当日は、過去最多の２４０名を超える教員や保護者、区民の方の参加があ

りました。参加者の半数近くが保護者・地域の皆様でした。

はじめに、全体会で菅野哲郎指導課長から「おおた教育振興プランの成

果の検証に向けて」についての講話があり、その後、１０校の研究発表校か

ら５つの分科会に分かれて研究概要や具体的な授業実践についての報告が

ありました。報告後、各分科会のテーマに基づき研究協議を行いました。

参加した保護者からは、次のような感想が聞かれました。

○「家庭学習など、理解力の向上として、家族でもっと話し合っていくこ

とが大切だと感じた。」

○「先生方に感謝したいです。昔は学校と地域の結びつきがなかった。社

会的背景などで、地域との関わりが大切であると再認識し、自分自身も勉

強になりました。」

○「一般の保護者は、学校がこんなに地域と関わっていることを知らない

と思います。」

○「家では、なかなか体力向上に取り組めません。今後も運動が苦手な子

も、楽しみながら取り組めるような工夫をして欲しいです。」

平成２６年度は、平成２７年２月１６日（月）に実施します。今年度の教育研

究推進校（２年次）は次のとおりです。ぜひ御参加ください。

●第１分科会テーマ「体験的・問題解決的な学習の充実」
体験活動を生かした問題解決的な学習の充実についての発表及び協議

を行いました。
�大森第四小学校（生活科・総合的な学習の時間）
�調布大塚小学校（生活科・総合的な学習の時間）

●第２分科会テーマ「学習意欲の向上」
地域素材を生かした授業や学習意欲の向上について発表及び協議を行

いました。
�馬込第二小学校（生活科・社会科）
�東調布第三小学校（生活科・社会科）

●第３分科会テーマ「健やかな体の育成」
体育、保健及び食育などをとおして、体力づくりや健康教育について

発表及び協議を行いました。
�池上第二小学校（体育）
�田園調布小学校（体育）

●第４分科会テーマ「理数教育の充実」
理科や算数における授業の工夫について発表し、家庭学習の在り方な

どについて協議を行いました。
�赤松小学校（理科・算数）
�矢口小学校（算数）

●第５分科会テーマ「言語活動の
充実」
授業における言語活動の充実に

ついて発表及び協議を行いまし
た。
�糀谷小学校（国語）
�大森第七中学校（各教科）

●日時 平成２６年７月５日（土）午前９時から
（プログラムにより開催時間が異なります。）

●場所 大田区総合体育館（大田区東蒲田１－１１－１）
京急線梅屋敷駅徒歩５分、京急蒲田駅徒歩７分、
ＪＲ線蒲田駅徒歩１５分

●主なプログラム
【身近なスポーツ体験】ソフティテニス教室、インターバル速歩、
リズム体操、スポーツ吹矢、弓道、親子で体操、スポーツチャ
ンバラ、バドミントン教室、ユニバーサルスポーツなど

【公開演技】チアリーディング、ヒップホップダンスなど
その他

問合先 指導課指導主事 ＴＥＬ ５７４４－１４３５ ＦＡＸ ５７４４－１６６５

問合先 社会教育課スポーツ推進担当
ＴＥＬ ５７４４－１４４１
ＦＡＸ ５７４４－１５３９

おおたの教育研究発表会が
開催されました

平成２５年度 分科会テーマ
平成２６年度 教育研究推進校《２年次１０校》

学校名 研究主題 発表日

開桜小 よく考え、伝え合い、学びを深める児童の育成
～思考プロセスを大切にした算数の授業を通して～ Ｈ２６．１１．７

入新井第五小
話したい！話せた！伝わった！児童が主体となる
授業づくり
～課題解決型の外国語活動を通して～

Ｈ２６．１０．３１

入新井第一小 読みを交流し、自分の考えを広げたり深めたりす
る子どもの育成 Ｈ２７．１．２７

東調布第一小
思考力・判断力・表現力を育てる指導計画の工夫
～生活科・総合的な学習の時間（関連型）などの
実践を通して～

Ｈ２６．１０．１７

都南小 自ら考え、表現する子の育成
～算数的活動をとおして～ Ｈ２７．１．３０

仲六郷小
かかわりをひろげ、思いを表現し、豊かな生活を
つくる子ども
～特別活動「話合い活動」の充実～

Ｈ２６．１０．２４

道塚小 自分の思いや考えを伝え合い、深め広げる子の育成
～国語科における言語活動の充実を通して～ Ｈ２６．１１．１４

大森第一中
自尊感情や自己肯定感を高め、共によりよく生き
る心を育てる教育活動の推進
～地域や家庭との連携をいかした体験活動を通して～

Ｈ２６．１０．１６

大森第三中

自立的な集団をつくることを通して、自己肯定感
を高める指導の工夫
～育てるカウンセリングと話し合い（討論）スキ
ルの習得等を手立てとして～

Ｈ２７．２．６

東調布中 主体的に学ぶ生徒の育成
～自己肯定感を高める指導の工夫をとおして～ Ｈ２６．１１．１３

大田区総合体育館

全体会の様子（池上会館）

平成２６年（２０１４年）７月１日 第１２０号 �おおたの教育
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主な交通手段

◆地下鉄「西馬込駅」から徒歩８分。

◆「大森駅」北口改札山王方面の東急バス「荏原

町駅入口行き」で「万福寺前」下車徒歩２分。

申込方法 いずれも７月１１日（金）から電話受付

（先着順）

ＴＥＬ３７７７－１０７０ ＦＡＸ３７７７－１２８３

主な交通手段

◆京急「平和島駅」から徒歩１５分

◆「大森駅」から京急バス「平和島循環」で「平

和島５丁目」下車徒歩３分。

申込方法 いずれも７月１１日（金）から電話受付

（先着順）

ＴＥＬ５４７１－０３３３ ＦＡＸ５４７１－０３４７

申込方法 いずれも往復はがきで申込（抽選）

講座名、参加児童・生徒と保護者の氏名・ふりが

な、学校名、学年、住所、電話番号を明記のこと

申込締切

（８月６日・７日・９日の講座）７月８日消印有効

（８月２１日・２７日の講座）７月２２日消印有効

申込・問合先 教育センター教育図書室

〒１４６－００８２ 大田区池上１－３２－８

ＴＥＬ５７４８－１３０６ ＦＡＸ５７４８－１３９０

教教育育委委員員会会のの主主なな議議題題
□平成２６年第３回定例会

�大田区教育委員会事務局処務規則の一部を改正
する規則

�大田区教育委員会公印規則の一部を改正する規
則

�大田区教育委員会非常勤職員の報酬の額に関す
る規則の一部を改正する規則

�（仮称）おおた教育振興プラン（素案）について

□平成２６年第４回定例会

�平成２６年度第一次補正予算要求原案について
�平成２６年度第二次補正予算要求原案について
�大田区立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬
剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正す

る条例原案の提出について

�大田区総合体育館利用料金の承認について
□平成２６年第５回定例会

�学校職員出勤簿整理規程の一部を改正する訓令
�大田区スポーツ推進審議会委員の交代に伴う新
任委員の任命について

教教育育委委員員会会定定例例会会のの開開催催予予定定日日
□日時 平成２６年７月２３日（水）

平成２６年８月７日（木）

平成２６年９月２４日（水）

□時間 午後２時から（７月２３日のみ午後３時から）

□場所 本庁舎６階教育委員会室

※予定が変更になる場合もあります。傍聴を希望

される方は、あらかじめ下記までご確認ください。

問合先 教育総務課庶務係

ＴＥＬ５７４４－１４２２ ＦＡＸ５７４４－１５３５

郷土博物館
（南馬込５－１１－１３）

大森 海苔のふるさと館
（平和の森公園２－２）

教育センター 子ども科学教室

開催日時 内 容 対象／定員 費用／持ち物

７月２３日（水）
１３：００～１５：３０

ペーパークラフト・複葉機づくり
大正５年に羽田の干潟から飛び立った玉井清太郎の二枚羽
根の飛行機「日本号」のペーパークラフトを作ります。

小学３年生以上
４０名

１００円
はさみ

７月２５日（金）
１３：３０～１６：００

勾玉づくり ［実験考古学研究会協力］
青田石を加工して自分だけの勾玉を作ります。

小学生以上
３０名

３００円
ハンカチかタオル

７月２６日（土）
�９：３０～１２：００
�１３：３０～１６：００

勾玉づくり ［実験考古学研究会協力］
青田石を加工して自分だけの勾玉を作ります。

小学生以上
各３０名

３００円
ハンカチかタオル

７月３０日（水）
１３：００～１６：３０

日本画を描いて掛軸に飾ろう［馬込文士村ガイドの会協力］
日本画の画材を使って色紙に絵を描き、背景を仕上げオリ
ジナルな掛軸にします。

小中学生
２４名

１，０００円
パレット・ハンカ
チかタオル

８月１日（金）
１０：００～１６：３０

六郷のとんび凧づくり ［六郷とんび凧の会協力］
江戸時代の終わり頃から六郷地区で作られていた�とんび
の形をした凧�を作ります。

小学４年生以上と
保護者 １５組

１，５００円
はさみ、昼食

８月８日（金）
１３：００～１６：００

麦わら遊び・ホタルカゴづくり
麦わらで昔の虫かごを作ります。

小学生３年生以上
３０名

無料
はさみ

８月１３日（水）
１０：００～１６：００

大麦の脱穀と麦こがしづくり
昔の農具を使って麦を脱穀し、麦こがしや麦茶を作ります。

小学３年生以上
３０名

無料
ハンカチかタオル
昼食

８月１９日（火）
１３：００～１６：００

麦わら遊び・大森麦わら張り細工
染色した麦わらの張り絵で、世界で一つの麦わら張り細工
を作ります。

小学４年生以上
３０名

４００円
はさみ

開催日時 内 容 対象／定員 費用／持ち物

８月６日（水）Ａ
８月７日（木）Ｂ
Ａ１０：００～１２：００
Ｂ８：３０～１６：３０

子ども講座「生命の星・地球を学ぶ」ＡとＢ両方参加をお願いします。
Ａ事前学習「生命の星・地球について」会場：池上会館３Ｆ科学室
Ｂ現地で「地球博物館見学と地層観察」会場：県立生命の星・地球
博物館（〒２５０－００３１ 小田原市入生田４９９）※借上げバス利用

小５～中２
２０名

無料
Ａ筆記用具
Ｂ弁当、水筒等

８月９日（土）
�１０：００～１２：００
�１４：００～１６：００

子ども講座「きれいな葉脈の標本を作る」��
ヒイラギモクセイの葉を水酸化ナトリウム水溶液で煮て葉脈
を取り出し、栞にします。 会場：池上会館３Ｆ科学室

小５～中２
各２０名

無料／筆記用具

８月２１日（木）
１０：００～１２：００

子ども講座「水の中で踊る浮沈子づくり」
水圧によって浮き沈みする浮沈子。カラフルで楽しい動きを
する浮沈子を作ります。 会場：池上会館３Ｆ科学室

小５～中２
４０名

無料／筆記用具

８月２７日（火）
�１０：００～１２：００
�１４：００～１６：００

親子講座「七変化万華鏡づくり」��
ビーズ等を入れるキャップの部分をビー玉や液体入り試験管
に替え、ちょっと変わった万華鏡を作ります。

会場：池上会館３Ｆ科学室

小３・４年生と
保護者
各２０組 ４０名

無料／筆記用具

開催日時 内 容 対象／定員 費用／持ち物

７月２１日（月）
�１０：００～１１：３０
�１３：３０～１５：００

貝がら工作
空き箱に貝殻を張り付けて、自分だけの水族館を作ります。

小学生以下
３０名

無料
はさみ

７月２５日（金）
１３：００～１５：００

コースターづくり
自然素材のヨシを編んでコースターを作ります。

小学３年生以上
２０名

無料
はさみ

７月２７日（日）
９：３０～１２：３０

浜辺の生き物探検隊
ふるさとの浜辺の生き物の採取や観察を通して、海の生き
物に親しみます。

小学３年生以上
２０名

１００円／タオル・帽子・濡
れても良い服と靴（か
かとのあるもの）・飲み
物・着替・筆記用具

８月２日（土）
１３：００～１５：００

タペストリーをつくろう
海苔網を編む手法で、タペストリー（壁掛け）を作ります。

小学３年生以上
２０名

無料
はさみ

８月４日（月）
１３：００～１６：００

ペーパークラフトで海苔とり舟をつくろう
江戸時代から使われていた海苔とり用のベカブネを、ペー
パークラフトで作ります。

小学３年生以上
２０名

１００円
はさみ

８月７日（木）
１３：００～１６：００

自由研究で海苔を調べよう
海苔の話を聞いたり記録映画を見て、海苔作りの方法や歴
史を学びます。

小学３年生以上
３０名

無料
筆記用具・ノート

８月９日（土）
８月１６日（土）
１３：００～１５：００

フジツボベイビーを見てみよう！
９日はフジツボが育つための仕掛け作り、１６日は海から引
き上げてフジツボの赤ちゃんが動く様子を観察します。

２日共参加できる方
小学３年生以上
２０名

２日で２００円
帽子・タオル・飲
み物

８月２４日（日）
９：３０～１２：３０

浜辺の生き物探検隊
ふるさとの浜辺の生き物の採取や観察を通して、海の生き
物に親しみます。

小学３年生以上
２０名

１００円／タオル・帽子・
濡れても良い服と靴
（かかとのあるもの）・
飲み物・着替・筆記具

�大森麦わら張り細工

大麦の脱穀と�
麦こがしづくり

�浜辺の生き物探検隊

コースターづくり�

� 第１２０号 平成２６年（２０１４年）７月１日おおたの教育


